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現場見学会報告書

概要及び目的

　市川土壌再利用センターは、千葉県市川市に立地する、建設発生土(7,540m3)及び汚染土壌(9,023m3)の保管容
量を有する中間処理施設である。
当施設では、建設発生土の埋立材利用として、保管・輸送船による大量輸送を行っている。
　汚染土壌の中間処理事業として、①積替・保管、②分別・含水率調整（第二溶出量基準以下）、③不溶化の事業
を行っている。
　なお、先端建設技術センターでは、建設発生土の有効利用に関する検討業務や建設副産物のリサイクルに関す
る検討業務を行っている。

本事業及び工事の主な特徴

①東関東における位置的優位性、②建設発生土と汚染土壌を受入れ可能、③大型船舶による大量輸送、④24時
間の受入体制、⑤ETCシステムによる搬入土砂のトレーサビリティ体制
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写　真

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

概要説明 現場見学状況

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

土砂保管場所 分別処理施設

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

ETCシステムによる土砂荷下し場所の管理状況 建設発生土　受入れ状況

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

写真貼付けスペース
最大寸法：縦６cm×横９cm

大型船舶の離着岸用岸壁 集合写真


